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監 査 報 告



報 告 事 項

第 1 9 期 （ 2 0 1 9 年 1 0 月 １ 日 か ら 2 0 2 0 年 ９ 月 3 0 日 ま で ）

事業報告及び計算書類報告の件



事 業 報 告



対処すべき課題

①優秀な人材の確保及び柔軟な働き方の提供

②当社グループの事業領域の拡大

③本部機能の強化

④新型コロナウイルス感染症への対応



対処すべき課題

エキスパート人材の獲得

裁量労働制の導入及び副業・兼業の解禁

事業基盤の強化及び生産性向上

①優秀な人材の確保及び柔軟な働き方の提供



対処すべき課題

既存事業の拡大

新規事業開発（AI・5G・XR）

M&Aや事業提携

今後の継続的な成長

② 当社グループの事業領域の拡大



対処すべき課題

本部機能の強化・充実

営業部門と間接部門の連携

事業拡大に備えた体制の構築

③ 本部機能の強化



対処すべき課題

感染予防・感染拡大防止策の徹底

生活様式の変化に対応したサービス開発

当グループの体制強化と収益性向上

④新型コロナウイルス感染症への対応



企業集団の現況に関する事項

⚫ 事業の状況

⚫ 直前3事業年度の財産及び損益の状況

⚫ 重要な親会社及び子会社の状況

⚫ 主要な事業内容

⚫ 主要な営業所

⚫ 使用人の状況

⚫ 主要な借入先の状況

⚫ その他企業集団の現況に関する重要な事項

３～10頁



その他事業報告の各項目

⚫ 株式の状況

⚫ 新株予約権等の状況

⚫ 会社役員の状況

⚫ 会計監査人の状況

⚫ 業務の適正を確保するための

体制及び当該体制の運用状況

⚫ 会社の支配に関する基本方針

11頁～24頁



計算書類

⚫ 連結貸借対照表

⚫ 連結損益計算書

⚫ 連結株主資本等変動計算書

⚫ 連結注記表

25頁～39頁

⚫ 貸借対照表

⚫ 損益計算書

⚫ 株主資本等変動計算書

⚫ 個別注記表

40頁～45頁



決 議 事 項

第１号議案

剰余金処分の件



決 議 事 項

第２号議案

取締役７名選任の件



決 議 事 項

第３号議案

監査役２名選任の件



質 疑 応 答

オン ラ イ ン参加の方は
こちらの フ ォームよ り
ご質問 くだ さい



株式会社ピアズ
第 1 9期定時株主総会

議 案 採 決



株式会社ピアズ
第 1 9期定時株主総会

閉 会



株式会社ピアズ
会社説明会

中期経営方針について



中期経営方針公表の背景

⚫ 公表の趣旨

弊社ビジネスモデル、スケーラビリティを明瞭にすることで認知度を向上する

⚫ 中期経営方針のポイント

①事業セグメントを３つに分割し、開発部門を設置

②新しい事業領域・顧客領域への進出を明示

③投資戦略の明確化

＊中期経営方針発表及び資料は弊社HPよりご覧頂けます。
（動画）
弊社HP＞IR投資家情報＞ページ下部 IR MOVIE
（資料）
弊社HP＞IR投資家情報＞IR NEWS 11月13日 適時開示
中期経営計画（2021年9月期～2023年9月期）策定に関するお知らせ

https://ssl4.eir-parts.net/doc/7066/tdnet/1905294/00.pdf


投資家様からのQ&A紹介

Q1.前期業績について

➢ 売上の構成について当初計画と実績はどのようになっていたか

➢ コロナの影響を受けた点と対応策、現状はどうなっているか

Q2.当期計画について
➢ 売上の伸びに対して利益が伸びない理由と具体的にどのような投資を
行うのか

➢ 店舗DXが大きく伸長するのはどういう計画か、具体的にどのような事業
で伸ばすのか

Q3.中期経営方針について

➢ 中経での数字の見通しは？

➢ ドコモの中核ビジネスがどうなっていくのか？影響は？

➢ 業務提携、資本提携戦略は？



株式会社ピアズ
会社説明会

ピアズの理念浸透
～変化適応力の強化に向けて～



末廣 樹理菜
SUEHIRO JURINA

■2018年4月新卒入社（3年目）

■人事部採用担当／社長秘書

■千葉県野田市出身

■Twitterフォロワー6,900人

■座右の銘

「自分の選択を正解にする」

自己紹介





ミッション／約束／イズム（行動指針）



認識
•理念の言語化（理念ウォールやクレドカード）

理解
•理念教育（カンパニープレゼン※入社時研修）

行動
•理念や行動指針に基づくフィードバック／評価

浸透
•行動基準／判断基準がそろう

組織拡大に伴う判断スピードの衰えを防ぎ「変化適応」が可能になる

理念浸透の仕組み







入社半年前から

内定者教育



教育制度（内定者育成）

新卒採用では弊社の価値観に合う人材を厳選して採用

入社半年前から代表及び経営幹部による育成プログラムを実施し、

理念の浸透及び人材の即戦力化を図る





福利厚生（子連れ出社）



徹底した環境整備



社内ルール（環境整備）

この後オフィスツアーにて詳細ご案内





Twitterを通じて採用を強化

社員が生の声を配信





“オフィスツアー”




